
























































方向I]deとのなす角 (1]σ I]de) と，経過時間れと
の関係を図61乙示す。乙の図から，otが大きくなれば角
(1]σ-I]de) は小さくなり， I]deは0σに近づく.また，








する変化率2:は一定値ヱ=0.008kg / mm' / min 1乙保ち，
予応力は三。=0.7kg / mm'とする.o2:の値は0.3，O. 5およ
びO.7kg / mm' とし，乙れらに対応する実験番号を 1，2 
および3とする E
戸42 



















































応力テンソル Tσ とひずみテンソル Teは
'0 
a 







Itz 九θ/20 ¥ 
Te= ! lza/2 ta 0 I 
¥ 0 0 tr/ 































4σl+ 18 Tzθ2 
181 
/ーまσz r z8 0 ¥ 
Dσエ|てz8 すσz 0 1 
¥ 0 0 --+σz j， 
!Ez すrz8 0 ¥ 
De =1 一告γz8 すーEz 0 1 121 















となる.σzとてzθ の組合せに対して Dσ と Deは半径方
向に主軸をもつので，第3行3370を除いた
/す σz r ，8 ¥ ( E z -+γ?θ1 
121Dσ=! I 121De= I “ I 131 





















-bOL oE~=a (l_e-uu，) 1 
-b' ot、 I(6) sγz8 =a' (l-e ~ ~.) 1 




表 1 係数 α，b，o!， b'の値(川び2)
係数Aは式(5)より
A='2IDら21Dσ1 (7) 


















Aii 司 bi ot j=aije ~'J ~. 191 
ここで， '2，0は一定であるから， a，j=aij (o三)， bijニ b，j(o'2，I
と考えられる.実験結果を良く表わす値として，表2の
aijとbりを選び， ζの値による到9)の計算値を，図 7の
長2 係数 αリピ b'J(fI値
実験 QII (Qnl b" (b，) 
Q12 (-2 021) b'2 (b21) 
x 10-+ x 10・z メ10-4 X 10-2 
昔号 (mwKg-'min-' ) (min-' ) (mm2Kg-1min-') (min-' ) 
159 1.06 0.52 166 
2 I 95 1.04- 0.55 1 73 








a 12ニ 2a21ニ 4x1O-5cosh 2.12o'2， 













2:0 a，司bl%(t-tnl +ご 2 {l-e 
/3b'2 
2 ~ all" _ -b，1(t-t π11 S九;taニヱo一 {1_e-u11" "nl } σff--bll '-
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b ij と S玄のl対係
0.4. 
bL 
0.2 
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